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念222-1221(代）

世界の一流品直輸入

ジュマール
生田区北野町4 丁目８７－２
ジュマールビルディング
( 旧サッスーンアパート〉

念2 3 1 - . 5 1 1 7

異人館倶楽部
生田区北野町４丁目
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学生さんも外人さんも
鍋をつついてい虫す

家j やW W D お唖散から角台付２００人大要全

国《;ＩI意漁
神〆･北巧町３丁日匂U刀1 1 6 7 7 7 1代J

汀宮正午より
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神戸コレクシオン
生田区山本通２丁目キタノァレイ
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もコンサートが開かれてい
ます。

ｉ
Ｉ
１
１
１
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異
人
館
を
訪
ね
て
い
く
人
は

あ
と
を
絶
た
な
い
け
ど
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
遺
跡
を
。

重
要
文
化
財
と
し
て
王
子
公
園

に
移
転
さ
れ
た
ハ
ン
タ
ー
邸
の

て
い
る
。

さ
て
現
在
実
際
中
に
入
る
こ

と
の
で
き
る
三
つ
の
異
人
館
だ

が
、
七
月
八
日
を
「
異
人
館
フ

エ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
し
て
い
る

の
で
楽
し
め
そ
う
。

白
い
異
人
館
ノ
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ

ウ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
ニ

ッ
ト
ー
帽
子
・
他
）
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
展
。

風
見
鶏
の
館
／
六
月
二
十
六
日

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ア
ル
フ
ィ
ー
糸

演
奏
会
。

ラ
イ
ン
の
館
／
世
界
の
街
角
パ

ネ
ル
展
。

（
以
上
お
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
教
委
会
）

／

、

願ＵＷ▲周① 、異
人
館
物
語

圭鐸･ 咽辱租

さ
ん
は
う
ラ
ン
ス
で
勉
強
し
て

新
し
い
お
宴
子

き
た
所
、
「
ヌ
ー
ベ
ル
，
パ
ー
ァ
ィ

ス
リ
ー
」
が
自
慢
。
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
ク
リ
ー
ム
に
カ
ス
タ
ー
ド

ソ
ー
ス
を
か
け
た
マ
ル
キ
ゼ
ッ

ト
や
ス
フ
レ
の
味
は
抜
群
。

異
人
館
倶
楽
部
一
階
の
”
ア
ン

リ
シ
ャ
ル
バ
ン
テ
ィ
エ
”
の
ク
レ

ー
プ
と
ア
イ
ス
グ
リ
ー
ム
は
こ

れ
か
ら
の
季
節
の
楽
し
み
の
一

つ
。
中
庭
の
木
の
机
で
お
茶
の

時
間
を
過
ご
す
の
に
慨
れ
る
人

は
多
い
。
そ
れ
に
ど
う
い
う
わ

け
か
、
ア
ン
リ
の
お
客
さ
ん
て

卜

②

淫

ｌー

鴬 一

＄
Ｆ

・・面

一
館
の
若
い
オ
ー
ナ
ー
の
物
語

Ｉ

齢皇

予町よ異ギ収のば弓シりつよ北ささん
定でそく人ャと若し点ツはてう野んん、キ
しのうし館うい山たかク道いと町と、ロン
て町しよ通りうさいらなのる．をい異｜グ
：ボ蘇り’縦ん上線街舗。ミもう人ズス･の春との〃の’は口、灯装おユつ若館カコイ頃：繊槽職能灘誌蝦＋, Ｌ
諏聯噸註灘鮒蕊；
を野を。ズ野ン伸ラ通作しが地山さ

'１

え
る
の
が
い
い
の
で
↓
鬼

L劃幽１１幽。
北野坂は大人の通り
整備された街燈の道。

新
し
い
町
北
野
に
は
、
新
し

い
そ
し
て
お
い
し
い
お
菓
子
屋

さ
ん
が
多
い
。

口
ｌ
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
東
隣
マ

ン
シ
ョ
ン
の
一
階
の
“
ミ
ル
ク
．

ブ
ロ
ッ
サ
ム
“
。
シ
エ
フ
の
菅
井鍵小

さ
な
お
店
の
物
語

小
さ
な
骨
董
品
、
侭
果
南
ア
ジ

ア
の
民
芸
品
、
手
造
り
ア
ク
セ

サ
リ
ー
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
だ
、

間
口
の
狭
い
不
思
議
な
お
店
が

多
い
の
も
、
北
野
町
の
特
徴
。

神
戸
コ
レ
ク
シ
オ
ン
、
カ
ン
ラ

ン
シ
ャ
、
チ
ャ
ン
テ
ィ
ク
、
が

れ
り
あ
馬
亜
乃
等
々
々
。
何
が

発
見
で
き
る
か
な
と
フ
ラ
リ
と

入
る
だ
け
で
も
楽
し
い
気
分
に

な
っ
ち
ゃ
う
。

み
ん
な
と
て
も
お
酒
落
で
素
敵
。
ノ

北
野
坂
を
下
が
っ
て
ヒ
ル
サ

ド
テ
ラ
ス
の
”
ア
ン
テ
ノ
ー
ル
“
。

可
愛
い
ガ
ラ
ス
張
り
の
テ
ラ
ス

が
で
き
て
、
ゆ
っ
く
り
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
好
評
。
奥
の
キ
ッ
チ

ン
で
作
っ
た
作
り
た
て
を
味
わ不思醐なカンランシヤ

悩幽.．

詞蒋７雨認騨
そ
の
他
コ
リ
ー
ナ
．

ド
ー
ロ
の
手
造
り
チ

ー
ズ
ケ
ー
キ
も
頼
め

ば
待
っ
て
帰
れ
る
。

お
菓
子
の
物
語
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F ＝; ､ 晦唾＝＝＝｢ 蚕耐一= 弓

、喝
、語

ら
い
の
時
。
香
り
の
宮
水
瑚
誹
。

■
に
し
む
ら
伽
俳
北
野
店
六
月
の
椅
子

キ
ワ
ー
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
会
合
の
帰
り
道
、
県
立
近
代
美
術
館
長
の
楢
崎
四
郎
さ
ん
が
、
お

友
達
の
阿
倍
巌
さ
ん
（
惟
蓉
蝿
癖
織
Ｋ
）
と
共
に
、
に
し
む
ら
伽
排
北
野
店
へ
。
、
周
年
を

迎
え
た
県
立
近
代
美
術
館
の
〃
ミ
レ
ー
・
コ
ロ
ー
〃
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
話
題
で
も
ち
き

り
。
そ
し
て
毎
朝
、
に
し
む
ら
馴
誹
ブ
レ
ン
ド
の
豆
を
ひ
い
て
コ
ー
ヒ
ー
を
の
む
の
が
日

課
だ
と
語
る
楢
崎
さ
ん
、
さ
す
が
神
戸
っ
子
の
面
目
躍
如
で
す
。

『
私
の
活
力
、
に
し
む
ら
さ
ん
の
毎
朝
の
伽
排
』
楢
崎
四
郎

一二

尼＝

１
１
‐
Ｉ

iii

職 －才

雲， 鶏
'丙二二
鶏
'丙二二誉 Ｉ（．
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蕊琴 陰・Ｉ陰・Ｉ

」r

；
園
会
員
の
お
問
合
せ
は
に
し
む
ら
瑚
誹
北
野
店
へ

Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
各
種
コ
ー
ヒ
ー
五
○
○
円
よ
り

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
七
○
０
円
よ
り

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
五
○
○
円

オ
ー
ル
ド
水
割
五
○
○
円

宮水ＣＯＦＦＥＥの

I こしむら
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１．
１画

’１刺．

／ i８，４店
内
の
明
る
さ
が
ほ
ど
よ
く
、
英
国
調
と
合
っ
て
ま
す
ね
Ｉ
千
絵

、
娘
と
飲
む
伽
誹
〈
Ⅲ
〉

木
村
英
子
〈
ニ
ッ
ケ
ル
土
シ
ド
ラ
ィ
オ
ン
ズ
株
式
会
社
役
員
木
村
城
次
氏
夫
人
〉

千
絵
粛
南
女
子
大
学
文
学
部
卒
〉

母
「
私
が
結
婚
し
て
、
し
ば
ら
く
子
供
が
出
来
ず
、
待
ち
望
ん
だ
子
供
な
の
で
、
主
人
も

私
も
甘
や
か
し
す
ぎ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
ェ
。
な
か
な
か
気
持
ち
は
優
し
い
娘
な
ん
で

す
け
れ
ど
。
在
学
中
か
ら
お
茶
を
、
卒
業
し
て
お
料
理
と
ペ
ン
習
字
の
お
稽
古
を
し
て
い

ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
年
頃
で
す
の
で
ご
縁
が
あ
れ
ば
ｌ
と
患
っ
て
い
裳
す
が
、
年
上
で

包
容
力
の
あ
る
方
が
い
い
で
す
ね
。
主
人
や
私
と
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
方
な
ら
嬉
し
い
わ
。
」

h
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北
野
。
昼
下
が
り
の
異
人
坂
：

華
麗
な
る
ひ
と
と
き
を
今
ｌ

会
員
だ
け
の
特
権
を
昼
間
に
限
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
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★
ジ
ャ
ズ
・
イ
ン
・
コ
ウ
ベ

幻
日
（
土
）
①
２
時
②
６
時
半
神

戸
国
際
会
館
Ｓ
・
三
○
○
○
円
八

・
二
五
○
○
円

出
演
／
し
ば
た
は
つ
み
、
中
本
マ
リ
、

宮
本
典
子
、
前
田
恵
男
、
猪
俣
猛
、
安

藤
義
則
と
ソ
ウ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ッ
帥

☆
西
城
秀
樹

麺
日
（
土
）
①
３
時
②
６
時
半
神

戸
国
際
会
館
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ

・
二
六
○
○
円
Ｂ
・
二
三
○
○
円

詑
日
（
土
）
３
時
元
町
・
凧
月
堂
ホ

ー
ル
二
五
○
○
円

演
奏
／
古
谷
充
と
ザ
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ

ン
ゲ
ス
ト
／
ベ
テ
ィ
鞍
富

★
甲
南
大
学
交
響
楽
団

詔
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
四
五
○
円

★
水
越
け
い
子

躯
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ｓ
・
二
三
○
○
円
Ａ
・
二
○
○

○
円

☆
神
戸
中
央
合
唱
団

”
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
一
○
○
○
円

★
第
３
回
イ
タ
リ
ア
の
調
べ

四
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
○
○
○
円

☆
五
蛤
真
弓

６
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○

○
○
円

★
山
崎
ハ
コ

６
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
二

○
○
円

☆
プ
ラ
ス
ポ
ル
テ
ー
ー
ー
ョ

７
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
三
○
○
円

☆
第
Ⅳ
回
兵
庫
県
合
唱
祭

７
日
（
土
）
１
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
五
○
円

☆
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

８
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
一
般
・
’
五
○
○
円

☆
ボ
ブ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス

狐
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

☆
小
林
旭

聡
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
二
五
○
○
円

☆
西
岡
タ
カ
シ

幻
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
市
教
育
会

館
一
○
○
○
円
前
売
・
八
○
○
円

☆
神
戸
市
役
所
セ
ン
タ
ー
合
唱
団

即
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
九
九
九
円

☆
エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー

皿
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円 客

神
戸
の
催
し
物
ご
案
息
６
月

１
１１３
１

☆
愛
田
洋
子

☆
フ
ラ
ン
ス
が
生
ん
だ
イ
ー
ジ
ー
・
リ
ス
ニ
ン
グ
界
の
貴
公
子

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
レ
イ
ダ
ー
マ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
５
名
様
ご
招
待
／

（
７
月
旭
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館
）

「
渚
の
ア
デ
リ
ー
量
で
お
な
じ
み
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
レ
ー
ダ
ー
マ
ン
が
初

来
日
す
る
。
彼
の
音
楽
は
ど
こ
ま
で
も
そ
の
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
・
ラ
イ
ン
に
あ

り
、
そ
の
タ
ッ
チ
は
澄
ん
で
優
し
く
、
若
々
し
く
情
感
を
た
た
え
て
い
る
。
デ

リチャード
クレイダーマン

若
々
し
く
情
感
を
た
た
え
て
い
る
。
デ

ビ
ュ
ー
以
来
次
々
に
ヒ
ッ
ト
を
出
し
、

新
し
い
イ
ー
ジ
ー
・
リ
ス
ー
ー
ン
グ
の
ス

タ
ー
と
し
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て

い
る
。
招
待
ご
希
望
の
方
は
葉
書
に
住

所
・
氏
名
・
年
令
・
職
業
を
明
記
の
上
、

神
戸
っ
子
編
集
部
「
リ
チ
ャ
ー
ド
」
係

ま
で
。

アルピン・エイリー舞踊団

農
八
演
劇
Ｖ

★
俳
優
座
「
ス
カ
パ
ン
の
悪
だ
く
み
」

、
日
（
火
）
Ｉ
叫
日
（
土
）
６
時
半

晦
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
波
・
二
○
○
○
円

出
演
／
橋
本
功
、
中
村
た
つ
、
袋
正
、

小
笠
原
良
知
、
若
尾
哲
平
ほ
か

☆
東
京
キ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
ー
ズ

「
冬
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」

”
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

★
も
と
ま
ち
寄
席

、
日
（
火
）
６
時
半
元
町
・
凧
月
堂

ホ
ー
ル
一
○
○
○
円

★
市
民
映
画
劇
場
「
赤
線
地
帯
」

哩
日
（
木
）
週
日
（
金
）
６
時
半

亜
日
（
土
）
１
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル
会
員
・
五
○
○
円
一
般
・
七

○
○
円

☆
松
山
バ
レ
エ
団
「
白
鳥
の
湖
」

加
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
Ａ
・
三
○
○
○

円
Ｂ
・
二
三
○
○
円
一
般
Ａ
・
三

八
○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円

出
波
／
森
下
洋
子
、
清
水
哲
太
郎

☆
ア
ル
ピ
ン
・
エ
イ
リ
ー
舞
踊
団

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
し
物
に

割
引
優
待
い
た
し
ま
す
。

☆
エ
フ
ゲ
ニ
ｉ
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー

ピ
ア
ノ
演
奏
会

６
月
型
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
東
京
キ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
ｉ
ズ

「
冬
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」

６
月
幻
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

プ
ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

７
月
、
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
国
広
富
之
ｖ
Ｓ
松
崎
し
げ
る

ト
ミ
ー
＆
マ
ツ

ワ
ン
ダ
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
帥

７
月
週
日
（
日
）
①
１
時
②
４
時

神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
二
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
森
寿
男
と
ブ
ル
ー
・
コ
ー
ツ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

７
月
亜
日
（
水
）
６
騰
十
明
石
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル

一
二
○
○
円
を
一
○
○
○
円
に

★
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
／
シ
ョ
ー
グ
ン

フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

７
月
即
日
（
日
）
３
時
神
戸
国
際
会

館Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
二
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
吉
本
納
涼
お
笑
い
劇
場

７
月
弱
日
（
土
）
１
鋤
日
（
水
）
①
ｎ

時
②
２
嘘
十
８
月
２
日
（
土
）
、

時
半
神
戸
国
際
会
館

指
定
席
・
二
五
○
○
円
自
由
席
。
一

五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

出
箪
／
木
村
進
、
間
寛
平
、
明
石
家
さ

ん
ま
、
室
谷
信
雄
ほ
か
。

ご
希
望
の
方
は
電
話
で
神
戸
っ
子
絹
集

部
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で
宮
３
３
１

１
２
２
４
６

愛田洋子

”
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
六
○
○
○
円
Ａ
・
五
○
○

○
円
Ｂ
・
四
○
○
○
円
Ｃ
・
三
○

○
○
円
学
生
・
二
○
○
○
円

☆
宝
塚
歌
劇
団
花
組
公
演
「
花
小
袖
」

泌
日
（
火
）
ま
で
宝
塚
大
劇
場

Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
三
○
○
円

Ｂ
◇
八
○
○
円
Ｃ
・
五
○
○
円

出
演
／
春
日
野
八
千
代
、
松
あ
き
ら
他
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夢醒

慰蕊
吋

オ
リ
の
中
の
動
物
た
ち
に
、
ひ
た
す
ら
、
可
愛
い
い
赤
ん
坊
を

生
ん
で
く
れ
る
よ
う
、
世
話
の
限
り
を
さ
せ
て
頂
い
て
三
十
年
。

動
物
た
ち
の
親
は
、
子
を
ど
う
生
み
、
育
て
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
子
供
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
母
親
像
が
幸
せ
な
の
だ
ろ

う
か
。そ

の
体
験
的
記
録
の
一
端
を
ま
と
め
て
い
る
う
ち
、
何
だ
か
我

々
人
間
社
会
に
問
わ
れ
て
い
る
大
切
な
も
の
を
、
そ
し
て
、
ど
れ

ほ
ど
母
親
の
毛
と
膚
と
暖
か
な
体
温
が
赤
ん
坊
を
幸
せ
に
す
る
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
、
疏
乳
動
物
の
赤
ん
坊
に
と
っ
て
、
理
想
の
母
親
像

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
ご
く
端
的
に
記
し
て
み
よ

声
フ
。〔

何
ご
と
に
も
、
に
こ
や
か
な
母
親
〕

オ
リ
の
中
と
い
う
異
環
境
で
あ
る
以
上
、
野
生
と
は
、
ま
た
ち

が
っ
た
生
活
不
安
が
常
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

隣
り
あ
う
動
物
た
ち
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
我
々
人
間

無蕊 に
も
、
キ
バ
を
む
い
て
立
ち
向
う
よ
う
な
こ
と
も
せ
ず
、
何
時
ど

ん
な
時
で
も
、
〃
に
こ
や
か
″
に
応
待
し
、
そ
し
て
そ
の
出
会
の

体
験
を
大
切
に
す
る
か
の
よ
う
な
、
お
お
ら
か
さ
が
み
な
ぎ
っ
て

い
る
母
親
た
ち
。

さ
り
と
て
、
お
お
ら
か
さ
だ
け
で
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
相
手
の
気

心
を
見
抜
く
ほ
ど
の
繊
細
な
神
経
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
す
ぐ

さ
ま
、
敵
を
手
中
に
し
て
し
ま
う
対
応
力
の
す
ば
ら
し
さ
、
彼
女

は
決
し
て
逃
げ
の
生
活
は
し
な
い
。
何
時
も
前
向
き
、
ど
ん
な
異

環
境
に
も
す
ぐ
適
応
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
順
応
性
の
強
い
個
体

ほ
ど
、
子
育
て
に
関
し
て
は
抜
群
の
能
力
を
発
揮
す
る
。

今
年
で
六
度
め
を
育
て
た
ピ
ュ
ー
マ
の
母
親
が
ま
さ
に
こ
の
例

に
属
す
る
。
出
産
の
日
、
す
だ
れ
で
穏
し
て
や
っ
て
も
、
わ
ざ
わ

ざ
通
路
側
に
赤
ん
坊
を
運
び
、
私
た
ち
の
眼
の
前
で
哨
乳
を
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
人
馴
れ
ぶ
り
が
、
も
う
六
度
も
生
み
、
そ
の
全

て
の
子
を
見
ご
と
に
育
て
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
我
々
人
間

に
あ
て
は
め
て
見
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

Ｊ
ｊ

狂
ソ

１
１１５
１
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や
は
り
、
そ
う
し
た
適
応
性
を
ち
ゃ
ん
と
身
に
つ
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
人
、
い
さ
さ
か
そ
の
適
応
性
に
欠
け
て
い
る
人
、
様
々
だ
。

こ
う
し
た
動
物
た
ち
の
適
応
力
は
天
性
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
た
ち
人
間
の
世
界
で
は
天
性
プ
ラ
ス
、
後
天
性
。
即
ち
生
ま

れ
て
か
ら
の
環
境
、
家
庭
の
し
つ
け
、
学
校
教
育
全
て
が
影
響

し
あ
っ
て
、
そ
の
人
の
〃
教
養
あ
る
人
が
ら
″
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔
キ
バ
を
む
き
、
吠
え
る
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
マ
マ
〕

一
方
、
動
物
園
で
幾
ら
馴
ら
そ
う
と
し
て
も
、
野
生
の
荒
々
し

さ
が
抜
け
き
れ
ず
、
こ
と
の
ほ
か
、
他
の
動
物
や
人
間
と
の
接
触

を
嫌
い
、
す
ぐ
キ
バ
を
む
き
、
吠
え
た
て
、
相
手
の
気
心
を
全
く

受
け
と
め
よ
う
と
も
せ
ず
、
さ
っ
と
身
を
隠
す
。
周
囲
の
環
境
へ

の
適
応
力
、
ゼ
ロ
、
あ
わ
れ
な
ほ
ど
鋭
い
眼
。

心
の
安
ら
ぎ
が
絶
対
必
要
な
育
児
に
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
で
す
ぐ

さ
ま
、
子
を
唾
え
運
び
去
る
。
餌
や
り
の
我
々
に
も
、
サ
ー
ッ
と

飛
び
か
か
り
、
ガ
ッ
ー
ン
と
鉄
格
子
に
顔
を
ぶ
つ
つ
け
、
な
お
さ

ら
興
奮
す
る
。

そ
う
し
た
彼
女
は
、
も
は
や
暗
い
個
室
の
育
児
し
か
で
き
な
い

早
い
時
期
か
ら
隔
離
し
て
飼
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
て
過
去
何
度
か

馴
れ
な
い
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
出
産
に
も
成
功
し
た
。
が
、
そ
の
生
ま

れ
た
赤
ん
坊
が
、
ま
た
母
親
の
神
経
質
さ
を
、
そ
の
ま
ま
う
け
継

ぎ
、
成
長
し
て
も
仲
々
人
に
馴
れ
な
い
。
そ
れ
が
た
め
、
幾
世
代

く
り
返
し
動
物
園
で
生
ま
れ
育
っ
て
も
ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
に
比
べ

ヒ
ョ
ウ
や
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
繁
殖
が
、
ま
こ
と
に
少
な
い
。
そ
れ
は

こ
う
し
た
母
親
の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
性
質
の
伝
達
が
多
分
に
影
響

し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
生
態
と
育
児
と
の
関
わ
り
、
我
々
人
間
の

母
親
に
も
、
少
な
か
ら
ず
耳
の
痛
い
と
こ
ろ
が
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
や
さ
し
い
母
は
福
々
し
く
ふ
と
る
〕

幸
い
に
も
メ
ス
が
懐
妊
し
た
と
な
る
と
、
ど
の
動
物
た
ち
も
、

俄
然
食
欲
と
、
そ
し
て
、
激
し
い
ほ
ど
の
生
活
欲
を
見
せ
は
じ
め

る
。
そ
う
な
る
と
、
も
う
は
た
の
誰
も
が
、
手
に
負
え
な
い
荒
々

し
さ
を
示
し
だ
す
。

動
物
園
で
も
、
オ
ス
と
メ
ス
の
同
居
が
無
理
と
な
っ
て
、
時
に

６
１
１
１
１

は
オ
ス
が
全
身
血
だ
ら
け
頻
死
の
重
傷
を
負
い
、
発
見
が
早
か
っ

た
た
め
、
危
く
一
命
だ
け
を
と
り
と
め
た
実
例
が
ご
く
最
近
に
も

あ
っ
た
。

こ
う
し
た
食
欲
も
、
荒
々
し
さ
も
、
全
て
が
、
体
内
に
宿
る
胎

児
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
メ
ス
の
体
つ
き
は
と
い
え

ば
、
日
々
栄
養
状
態
が
よ
く
な
り
、
毛
つ
や
を
増
し
、
均
整
も
と

れ
、
ほ
れ
ぽ
れ
す
る
ほ
ど
、
福
点
し
い
。
ほ
ん
と
に
、
美
し
い
姿

に
変
身
し
て
く
る
。

さ
ら
に
妊
娠
が
進
む
と
母
親
と
し
て
の
自
覚
に
め
ざ
め
、
胎
動

を
感
知
し
は
じ
め
る
と
、
も
う
出
産
が
近
い
。

寝
る
と
き
の
体
位
、
ゆ
る
り
と
し
た
歩
き
ぶ
り
、
座
り
方
ひ
と

つ
に
さ
え
、
児
を
か
ば
う
母
性
が
、
は
や
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

で
は
私
た
ち
人
間
社
会
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
よ
く
見

て
い
る
と
、
同
じ
よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

野
生
で
た
く
ま
し
く
生
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
動
物
た
ち
の
よ

う
に
、
均
整
の
と
れ
た
姿
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
う
し
た
外
見
的

な
美
し
さ
を
度
外
視
し
て
、
内
面
か
ら
、
溢
れ
出
る
幸
福
感
と
母

と
し
て
の
自
信
の
よ
う
な
も
の
が
、
お
の
ず
と
外
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
大
き
な
お
腹
の
母
さ
ん
方
。
ど
な
た
を
見
て
も
、
に
こ
に
こ

満
足
感
を
漂
わ
せ
、
堂
々
と
大
き
な
お
腹
を
突
き
出
し
か
っ
歩
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
こ
に
は
、
も
う
子
供
を
手
に
抱
く
以
前
か
ら
お
腹
の
子
供
の

胎
動
に
母
性
が
ほ
と
ば
し
り
出
て
、
お
の
ず
と
落
着
き
が
そ
な
わ

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

内
面
の
幸
せ
と
自
信
が
母
さ
ん
を
美
し
く
す
る
。
こ
れ
は
動
物

も
人
間
も
変
ら
な
い
。

正
に
育
児
上
手
な
マ
マ
は
肝
っ
玉
母
さ
ん
で
あ
る
。

◆
動
物
園
ニ
ュ
ー
ス

シ
ロ
カ
ケ
イ

去
る
五
月
八
日
、
天
津
市
よ
り
ク
ロ
ハ
ザ
ル
と
白
火
鶏
の
贈
口
王

式
が
あ
っ
た
。
昨
年
旅
立
っ
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
銀
太
と
ア
キ
ち

ゃ
ん
、
毎
日
黒
山
の
ヒ
ト
だ
か
り
で
大
変
な
人
気
。
ど
ち
ら
も
元
』

気
だ
が
ア
キ
ち
ゃ
ん
体
の
毛
を
抜
く
と
か
、
ち
ょ
っ
と
心
配
。

（
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
）
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11'１

こんにちは赤ちゃん

牛田絢子ちゃん／芦屋市三条南町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

沼産婦匡掘垂壷人至り

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋市民センター( ルナホール) 東南
壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表
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